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下仁田町

第49号
２０２２年１０月１日 発行

老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会　３年ぶりに開催

福祉インフォメーション福祉インフォメーション
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

社会福祉法人  下仁田町社会福祉協議会
〒370-2622
群馬県甘楽郡下仁田町中小坂608
TEL 0274-82-5491　FAX 0274-82-5492

下仁田町社協だより　第49号
○赤い羽根・歳末たすけあい募金募集
○生活困窮者自立相談支援事業
○ボランティアだより
○職員募集　
○福祉インフォメーション
○シルバー人材センター会員募集

○令和３年度事業報告・決算報告
○令和４年度会費報告
○満１００歳慶祝事業
○老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
○あたたかい心をありがとうございます
○日本赤十字社協力会員会費募集

　食事の調理などが困難な６５歳以
上のひとり暮らしの高齢者等を対象
に週１回の食事（昼食）を提供します。
　希望する方は、役場福祉課包括支援
係までご相談下さい。

■利用料　１食　３５０円

　介護を必要とする高齢者や身体に
障がいがある方等車椅子を必要とす
る方に福祉車両を貸し出します。レ
ジャー・行楽・買い物・入通院など
の日常生活の便利を図るためにご利
用下さい。
■利用料　無料（ガソリン代は、

個人負担です）

配食サービス配食サービス 福祉車両貸し出し事業福祉車両貸し出し事業

心配ごと相談心配ごと相談
　ひとりで悩まずに「心配ごと相談
所」に気軽にご相談下さい。相談は無
料。相談内容は秘密厳守いたします。
■日時　毎月第１火曜日
　　　　午前９時～正午まで
■場所　下仁田町公民館
　　　　３階　相談室

　寝具などの乾燥が困難なひとり暮
らしの高齢者等を対象に月１回、布
団乾燥車両が自宅まで伺い、乾燥消
毒サービスを提供します。
　希望する方は、役場福祉課包括支援
係までご相談下さい。
■利用料　１セット　３６０円

布団乾燥消毒サービス布団乾燥消毒サービス

＊主な作業内容＊
・庭の除草　 ・畑の除草
・草刈り作業 ・こんにゃく植え
・ネギ植え　 ・庭木の剪定
・部屋の清掃 ・管理作業

シルバー人材センターとは
　高齢者（６０歳以上）で、もう就職することは望んでいないが健康のため、生きがいのため何か仕事を
したいという方が会員となり、技能や経験を活かした地域社会をつくっていくことを目的とする組織です。
＊賃金は、時間当たりで計算してお支払いいたします。

会 集員募

下仁田町シルバー人材センター
高齢者（60歳以上）の豊かな経験と能力を活かしてみませんか

希望者はお気軽に連絡下さい。電話８２－５４９１

製作／荒瀬印刷株式会社



令
和
３
年
度  

社
会
福
祉
法
人
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

　
令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

１
．
重
点
事
業

（
１
）
下
仁
田
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
協
力
（
町
受
託
事
業
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
多
様
な
主
体

が
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
一
体
的
に
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、

下
仁
田
町
と
協
働
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
県
社
協
主
催
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
や
情
報
交
換
会
に
出
席
し
、
事
業
内
容
の

把
握
に
努
め
、
地
域
で
の
さ
さ
え
あ
い
協
議
体
設
置
に
向
け
て
町
内
２
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
へ
協
力
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。
年
度
内
で
の
協
議
体
設
置
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
引
き
続
き
、
協
議
体
設
置
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い

推
進
員
）
」
の
配
置
を
目
指
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
体
制
作
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
研
修
会
参
加
：
　
　
　
６
回

　
　
情
報
交
換
会
参
加
：
　
７
回

　
　
協
議
体
設
置
打
合
せ
：
５
回

　
ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
外
出
機
会
を
つ
く
り
、
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
を
目
的
と
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
、
下
仁
田
町
と
協
働
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
７
月
よ
り
月
２
回
（
第
２
・
第
４
水
曜
日
）
開
催
し
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
は
中

止
し
ま
し
た
。

　
　
事
業
名
：
寄
楽
ね
ー
か
い

　
　
開
催
回
数
：
　
　
　
９
回

　
　
参
加
延
べ
人
数
：
　
22
名

（
２
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
に
向
け
た
準
備

　
下
仁
田
町
に
お
い
て
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
際
に
円
滑
に
運
営
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
県
社
協
主
催
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
11
月
30
日
に
、
富
岡
青
年
会
議
所
と
当
社
協
は
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
当
社
協
が
開
設
す
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
富
岡
青
年
会
議
所
か
ら
迅
速
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
い

た
だ
け
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

　
　
支
援
内
容
　
①
災
害
Ｖ
Ｃ
が
仲
介
す
る
被
災
者
等
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
へ
の
参
加
協
力

　
　
　
　
　
　
　
②
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
係
る
人
員
（
ス
タ
ッ
フ
）
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
③
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
・
運
営
に
必
要
な
備
品
、
資
材
及
び
機
材
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
の
提
供
、
貸
与

　
災
害
時
に
円
滑
に
連
携
・
協
力
が
で
き
る
よ
う
、
平
常
時
よ
り
情
報
提
供
や
連
携
を

図
り
、
万
が
一
の
際
に
一
刻
も
早
い
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
寄
与
で
き
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
基
本
事
業

（
１
）
法
人
運
営
事
業

　
①
理
事
会
の
開
催

　
　
　
執
行
機
関
で
あ
る
理
事
会
を
６
月
と
３
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
第
１
回
　
６
月
14
日
　
第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
定
時
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
号
議
案
　
役
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５
号
議
案
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
６
号
議
案
　
評
議
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
第
２
回
　
６
月
29
日
　
第
１
号
議
案
　
会
長
・
副
会
長
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
第
３
回
　
３
月
22
日
　
第
１
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
第
４
回
　
３
月
22
日
　
第
１
号
報
告
　
本
会
介
護
保
険
事
業
職
員
の
人
事
異
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
②
評
議
員
会
の
開
催

　
　
　
議
決
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
を
６
月
と
３
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
第
１
回
　
６
月
29
日
　
第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
第
２
回
　
３
月
30
日
　
第
１
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　③
監
査
会
の
開
催

　
事
業
の
実
施
状
況
、
会
計
を
監
査
す
る
監
査
会
を
、
６
月
２
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

　④
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催

　
理
事
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
次
期
評
議
員
候
補
者
に
つ
い
て
審
議
す
る
評
議
員
選

任
・
解
任
委
員
会
を
、
６
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　⑤
社
協
会
員
及
び
会
費
の
募
集

　
各
地
区
行
政
区
長
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
に
加
入
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
　
　
一
般
会
員
：
２
，
６
５
７
世
帯
　
１
，
３
２
８
，
５
０
０
円

　⑥
苦
情
申
出
窓
口
業
務

　
　
　
利
用
者
か
ら
の
苦
情
申
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
⑦
住
民
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
の
調
査
研
究

　
行
政
機
関
や
県
社
協
、
県
内
市
町
村
社
協
と
連
絡
を
取
り
、
事
業
実
施
内
容
等
を

検
討
し
ま
し
た
。

　
⑧
関
係
諸
団
体
へ
の
福
祉
活
動
協
力
依
頼

　
事
業
実
施
の
た
め
、
下
仁
田
町
区
長
会
、
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
⑨
機
関
誌
の
発
行
（
年
２
回
）

　
事
業
の
紹
介
と
報
告
、
情
報
の
提
供
等
を
目
的
と
し
て
年
２
回
（
４
月
、
10
月
）

発
行
し
、
全
世
帯
、
関
係
機
関
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
⑩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
提
供

　
　
　
事
業
の
紹
介
と
報
告
、
情
報
の
提
供
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
⑪
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
運
営

　
町
内
４
法
人
に
よ
る
連
絡
会
事
務
局
と
し
て
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
事
業

　
①
奉
仕
銀
行
の
運
営
（
寄
附
金
・
寄
付
物
品
の
受
入
）

　
　
　
寄
附
件
数
：
３
件
　
　
寄
附
金
　
　
１
件
　
３
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
附
物
品
　
２
件
　
車
い
す
　
　
　
　
　
　
１
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
　
５
箱

　
②
心
配
ご
と
相
談
事
業
（
月
１
回
第
１
火
曜
日
）

　
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
よ
り
選
出
い
た
だ
く
心
配
ご
と
相
談
員
（
10

名
）
に
よ
る
相
談
事
業
を
月
１
回
（
第
１
火
曜
日
）
実
施
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
は
中
止
し
ま

し
た
。

　
相
談
回
数
：
７
回

　
相
談
件
数
：
６
件

　
③
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業

　
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
地
域
貢
献
事
業
「
な

ん
で
も
ふ
く
し
相
談
」
に
登
録
し
、
相
談
支
援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
規
受
付
件
数
：
　
　
41
件

　
相
談
延
べ
件
数
：
５
４
３
件

　
④
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
低
所
得
者
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対
し
実
施
し
て

い
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
窓
口
と
し
て
、
申
請
に
必
要
な
相
談
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　
相
談
件
数
：
１
件

　
貸
付
件
数
：
０
件

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
生
活
資
金
が
必
要
な
方
に
対
し
、
特
例
貸
付
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
相
談
延
べ
件
数
：
12
件

　
貸
付
内
容
：
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
　
　
　
　
　
１
件
　
２
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
　
　
　
　
　
３
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
６
５
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
（
延
長
）
　
２
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
（
再
貸
付
）
３
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
８
０
０
，
０
０
０
円

　
⑤
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
携

　
　
　
月
に
１
回
行
わ
れ
る
定
例
会
へ
必
要
時
に
出
席
し
、
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
　
協
力
依
頼
事
業
：
心
配
ご
と
相
談
事
業
（
相
談
員
10
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業
（
対
象
者
調
査
、
見
舞
金
贈
呈
）

　⑥
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
協
力

　
町
内
の
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
等
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
や
日

常
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
生
活
支
援
員
を

配
置
し
、
各
種
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
や
金
銭
管

理
サ
ー
ビ
ス
等
の
支
援
を
し
ま
す
が
、
利
用
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
富
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
基
幹
社
協
と
し
て
下
仁
田
町
を
担
当
し
て
お
り
、
情

報
提
供
、
連
絡
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　⑦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・
助
成

　
７
月
２
日
に
、
地
区
社
協
会
長
会
議
を
開
催
し
、
敬
老
会
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
事
業
運
営
費
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
（
総
額
７
０
０
，
０
０
０
円
）

　
⑧
福
祉
講
座
、
講
演
会
の
実
施

　
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
交
流
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　
⑨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
協
力
援
助

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
ま
ご
こ
ろ
会
　
　
　
　
　
　
16
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
の
こ
の
会
　
　
　
　
　
15
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
チ
び
ん
の
会
　
　
　
　
14
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
３
人

　
⑩
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
週
１
回
毎
週
火
曜
日
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
調

理
し
た
食
事
（
昼
食
）
を
提
供
し
、
安
否
確
認
を
行
う
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間

は
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
休
止
し
、
下
仁
田
町
飲
食
店
組
合
の
ご
厚
意
に
よ
り

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
　
　
　
　
45
人

　
延
べ
回
数
：
１
，
３
１
６
回

　
⑪
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
月
１
回
第
２
金
曜
日
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
虚
弱
、
障
が
い
、
疾
病
等

の
理
由
に
よ
り
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
に
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
８
人

　
延
べ
回
数
：
65
回

　
⑫
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
推
進
・
助
成

　
地
区
社
協
で
行
う
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
事
業
費
の
助
成
や
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
助
成
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
⑬
満
１
０
０
歳
慶
祝
事
業

　
　
　
町
内
在
住
の
満
１
０
０
歳
の
方
に
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
対
象
者
数
：
１
人

　
⑭
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
友
愛
訪
問

　
町
内
在
住
の
85
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
安
否
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
慰
問
活

動
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
対

象
者
の
把
握
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　
⑮
重
度
身
体
障
が
い
者
交
流
事
業

　
町
内
在
住
の
障
が
い
を
持
た
れ
た
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
す
る
場
を
つ
く
り
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
促
進
を
目
指
す
事
業
で
す
。

　
11
月
10
日
に
、
障
が
い
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
を
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
と
合

わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
手
や
足
の
体
操
や
口
の
体
操
を
楽
し
く
ご

指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ギ
タ
ー
の
構
造
を
応
用
し
た
手
回
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
使
用

し
た
心
温
ま
る
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
マ
ス
ク
を
外
さ
ず
静
か
に

歌
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
数
：
18
人

　
⑯
広
報
朗
読
テ
ー
プ
配
付
事
業

　
町
内
在
住
の
視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
希
望
者
に
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広

報
し
も
に
た
等
を
読
み
上
げ
て
、
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
３
人

　⑰
福
祉
車
両
（
車
椅
子
対
応
）
貸
出
事
業

　
町
内
在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
下
肢
に
障
が
い
が
あ
る
方
、
ま
た
傷

病
等
一
時
的
に
車
椅
子
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
車
椅
子
の
乗
降
が
で
き
る
移

送
用
車
両
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
10
人

　
貸
出
日
数
：
60
日

　
⑱
福
祉
機
器
（
車
椅
子
）
貸
出
事
業

　
町
内
在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
下
肢
に
障
が
い
が
あ
る
方
、
ま
た
傷

病
等
一
時
的
に
車
椅
子
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
車
椅
子
を
貸
し
出
し
ま
し

た
。

　
利
用
者
数
：
10
人

　
貸
出
日
数
：
38
日

　
⑲
思
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
交
付

　
公
共
施
設
や
病
院
、
商
業
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
車
い
す
駐
車
場
を
適
正
か
つ

有
効
に
活
用
し
、
障
害
の
あ
る
方
や
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
妊
産
婦
の
方
に

利
用
証
を
交
付
し
、
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
が
、
申
請
者
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
⑳
緊
急
食
糧
等
提
供
事
業

　
緊
急
か
つ
一
時
的
ま
た
生
命
の
危
険
が
予
見
さ
れ
る
方
に
、
１
人
１
週
間
分
３
，

０
０
０
円
程
度
の
食
糧
等
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
１
人

　
㉑
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
の
開
催

　
神
職
・
住
職
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
４
月
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

（
３
）
共
同
募
金
配
分
金
事
業

　
①
地
区
敬
老
会
運
営
援
助
、
記
念
品
贈
呈

　
地
区
敬
老
会
は
、
７
月
の
地
区
社
協
会
長
会
議
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
地
区
社
協
役
員
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
75
歳
以
上
対
象
者
へ
記
念
品
、
米
寿
対
象
者
へ
慶
祝
状
の
配
付
を
行

い
ま
し
た
。

　
75
歳
以
上
対
象
者
数
：
２
，
０
４
３
人

　
88
歳
対
象
者
数
：
　
　
　
　
　
　
90
人

　
②
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業

　
経
済
的
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
世
帯
等
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
活
用
し

た
歳
末
見
舞
金
の
贈
呈
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
者
数
：
17
人
（
世
帯
）

　
③
母
子
・
父
子
世
帯
小
学
校
入
学
祝
金
贈
呈
事
業

　
経
済
的
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
お
い
て
、
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
を
対
象
と
し
た
祝
金
贈
呈
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
者
数
：
３
人
（
世
帯
）

（
４
）
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

　①
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　
　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
居
宅
介
護
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
利
用
者
延
べ
人
数
：
１
，
２
９
０
人

　
②
介
護
予
防
支
援
・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　
　
　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
介
護
予
防
支
援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
利
用
者
延
べ
人
数
：
２
９
３
人

　
③
訪
問
介
護
事
業

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
要
介
護
状
態
の
方
の
居
宅
に
お
け
る
身
体
介
護
、
生

活
援
助
を
行
う
訪
問
介
護
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
用
者
延
べ
人
数
：
３
３
４
人

　
訪
問
回
数
：
　
３
，
３
８
６
回

　
④
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
訪
問
型
独
自
サ
ー
ビ
ス
）

　
総
合
事
業
対
象
者
と
特
定
さ
れ
て
い
る
方
の
生
活
援
助
を
行
う
訪
問
型
独
自
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
利
用
者
延
べ
人
数
：
２
０
３
人

　
　
　
訪
問
回
数
：
　
１
，
３
１
２
回

　
⑤
介
護
認
定
調
査
受
託
事
業

　
下
仁
田
町
等
か
ら
要
介
護
認
定
調
査
を
受
託
し
、
職
員
が
申
請
者
の
自
宅
等
を
訪

問
し
て
心
身
等
の
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
件
数
：
23
件

（
５
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
①
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
い
て
、
障
が
い
者
の
居
宅
に
お
け
る
身
体
介
護
、
家

事
援
助
、
通
院
介
護
や
同
行
援
護
を
行
う
障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
利
用
者
延
べ
人
数
：
13
人

　
訪
問
回
数
：
　
　
　
95
回

（
６
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
地
域
の
家
庭
や
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
請
負
又
は
委
任
契
約
に
よ
り
仕
事
（
受

託
事
業
）
を
受
注
し
、
会
員
と
し
て
登
録
し
た
高
年
齢
者
の
中
か
ら
適
任
者
を
選
ん

で
、
そ
の
仕
事
を
遂
行
し
ま
し
た
。

　
　
会
員
数
：
　
　
　
50
人

　
　
作
業
件
数
：
３
６
４
件

（
７
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
①
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
が
困
窮
状
態
か
ら
早
期
に
脱
却
し
、
社
会
的
・
経
済
的
に
自
立
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
支
援
対
象
者
の
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
包
括
的
な
相
談
支
援
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
相
談
件
数
：
　
４
３
９
件

　
申
込
件
数
：
　
　
　
35
件

　
プ
ラ
ン
作
成
件
数
：
８
件

　
支
援
調
整
会
議
数
：
15
回

（
８
）
福
祉
関
係
団
体
事
務
局
業
務

　
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
有
し
て
活
動
す
る
福
祉
団
体
の
事
務
局
機
能
を
担
い
な
が
ら
、

そ
の
活
動
を
と
お
し
て
地
域
福
祉
に
関
わ
る
課
題
を
相
互
に
共
有
し
、
事
業
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
群
馬
県
共
同
募
金
会
下
仁
田
町
支
会

　
　
・
共
同
募
金
運
動
の
実
施
　
赤
い
羽
根
募
金
　
　
１
，
２
６
４
，
１
６
２
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
２
８
７
，
５
０
０
円

　
　
・
小
災
害
見
舞
金
の
贈
呈
　
対
象
者
な
し

　
　
・
災
害
義
援
金
の
受
付
　
　
受
付
な
し

　
②
日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部
下
仁
田
町
分
区

　
　
・
協
力
会
員
（
活
動
資
金
）
の
募
集
　
２
，
４
８
６
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
４
３
，
０
０
０
円

　
　
・
災
害
救
援
物
資
の
贈
呈
　
　
　
　
　
対
象
者
な
し

　
　
・
弔
慰
金
の
贈
呈
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
者
な
し

　
　
・
災
害
義
援
金
、
救
援
金
の
受
付
　
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
，
０
０
０
円

　
③
下
仁
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
登
録
単
位
ク
ラ
ブ
：
２
ク
ラ
ブ

　
　
　
会
員
数
：
　
　
　
　
１
２
４
人

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
花
壇
管
理
）
事
業
は
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
事
業
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

　
④
下
仁
田
町
遺
族
連
合
会

　
　
　
会
員
数
：
80
人

　
護
国
神
社
例
大
祭
（
会
長
の
み
出
席
）
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
事
業
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

よ
　ら

３ ２



令
和
３
年
度  

社
会
福
祉
法
人
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

　
令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

１
．
重
点
事
業

（
１
）
下
仁
田
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
協
力
（
町
受
託
事
業
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
多
様
な
主
体

が
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
一
体
的
に
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、

下
仁
田
町
と
協
働
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
県
社
協
主
催
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
や
情
報
交
換
会
に
出
席
し
、
事
業
内
容
の

把
握
に
努
め
、
地
域
で
の
さ
さ
え
あ
い
協
議
体
設
置
に
向
け
て
町
内
２
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
へ
協
力
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。
年
度
内
で
の
協
議
体
設
置
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
引
き
続
き
、
協
議
体
設
置
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い

推
進
員
）
」
の
配
置
を
目
指
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
体
制
作
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
研
修
会
参
加
：
　
　
　
６
回

　
　
情
報
交
換
会
参
加
：
　
７
回

　
　
協
議
体
設
置
打
合
せ
：
５
回

　
ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
外
出
機
会
を
つ
く
り
、
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
を
目
的
と
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
、
下
仁
田
町
と
協
働
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
７
月
よ
り
月
２
回
（
第
２
・
第
４
水
曜
日
）
開
催
し
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
は
中

止
し
ま
し
た
。

　
　
事
業
名
：
寄
楽
ね
ー
か
い

　
　
開
催
回
数
：
　
　
　
９
回

　
　
参
加
延
べ
人
数
：
　
22
名

（
２
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
に
向
け
た
準
備

　
下
仁
田
町
に
お
い
て
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
際
に
円
滑
に
運
営
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
県
社
協
主
催
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
11
月
30
日
に
、
富
岡
青
年
会
議
所
と
当
社
協
は
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
当
社
協
が
開
設
す
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
富
岡
青
年
会
議
所
か
ら
迅
速
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
い

た
だ
け
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

　
　
支
援
内
容
　
①
災
害
Ｖ
Ｃ
が
仲
介
す
る
被
災
者
等
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
へ
の
参
加
協
力

　
　
　
　
　
　
　
②
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
係
る
人
員
（
ス
タ
ッ
フ
）
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
③
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
置
・
運
営
に
必
要
な
備
品
、
資
材
及
び
機
材
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
の
提
供
、
貸
与

　
災
害
時
に
円
滑
に
連
携
・
協
力
が
で
き
る
よ
う
、
平
常
時
よ
り
情
報
提
供
や
連
携
を

図
り
、
万
が
一
の
際
に
一
刻
も
早
い
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
寄
与
で
き
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
基
本
事
業

（
１
）
法
人
運
営
事
業

　
①
理
事
会
の
開
催

　
　
　
執
行
機
関
で
あ
る
理
事
会
を
６
月
と
３
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
第
１
回
　
６
月
14
日
　
第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
定
時
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
号
議
案
　
役
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５
号
議
案
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
６
号
議
案
　
評
議
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
第
２
回
　
６
月
29
日
　
第
１
号
議
案
　
会
長
・
副
会
長
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
第
３
回
　
３
月
22
日
　
第
１
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
第
４
回
　
３
月
22
日
　
第
１
号
報
告
　
本
会
介
護
保
険
事
業
職
員
の
人
事
異
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
②
評
議
員
会
の
開
催

　
　
　
議
決
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
を
６
月
と
３
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
第
１
回
　
６
月
29
日
　
第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
第
２
回
　
３
月
30
日
　
第
１
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
号
議
案
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　③
監
査
会
の
開
催

　
事
業
の
実
施
状
況
、
会
計
を
監
査
す
る
監
査
会
を
、
６
月
２
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

　④
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催

　
理
事
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
次
期
評
議
員
候
補
者
に
つ
い
て
審
議
す
る
評
議
員
選

任
・
解
任
委
員
会
を
、
６
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　⑤
社
協
会
員
及
び
会
費
の
募
集

　
各
地
区
行
政
区
長
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
に
加
入
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
　
　
一
般
会
員
：
２
，
６
５
７
世
帯
　
１
，
３
２
８
，
５
０
０
円

　⑥
苦
情
申
出
窓
口
業
務

　
　
　
利
用
者
か
ら
の
苦
情
申
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
⑦
住
民
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
の
調
査
研
究

　
行
政
機
関
や
県
社
協
、
県
内
市
町
村
社
協
と
連
絡
を
取
り
、
事
業
実
施
内
容
等
を

検
討
し
ま
し
た
。

　
⑧
関
係
諸
団
体
へ
の
福
祉
活
動
協
力
依
頼

　
事
業
実
施
の
た
め
、
下
仁
田
町
区
長
会
、
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
⑨
機
関
誌
の
発
行
（
年
２
回
）

　
事
業
の
紹
介
と
報
告
、
情
報
の
提
供
等
を
目
的
と
し
て
年
２
回
（
４
月
、
10
月
）

発
行
し
、
全
世
帯
、
関
係
機
関
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
⑩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
提
供

　
　
　
事
業
の
紹
介
と
報
告
、
情
報
の
提
供
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
⑪
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
運
営

　
町
内
４
法
人
に
よ
る
連
絡
会
事
務
局
と
し
て
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
事
業

　
①
奉
仕
銀
行
の
運
営
（
寄
附
金
・
寄
付
物
品
の
受
入
）

　
　
　
寄
附
件
数
：
３
件
　
　
寄
附
金
　
　
１
件
　
３
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
附
物
品
　
２
件
　
車
い
す
　
　
　
　
　
　
１
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
　
５
箱

　
②
心
配
ご
と
相
談
事
業
（
月
１
回
第
１
火
曜
日
）

　
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
よ
り
選
出
い
た
だ
く
心
配
ご
と
相
談
員
（
10

名
）
に
よ
る
相
談
事
業
を
月
１
回
（
第
１
火
曜
日
）
実
施
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
は
中
止
し
ま

し
た
。

　
相
談
回
数
：
７
回

　
相
談
件
数
：
６
件

　
③
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業

　
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
地
域
貢
献
事
業
「
な

ん
で
も
ふ
く
し
相
談
」
に
登
録
し
、
相
談
支
援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
規
受
付
件
数
：
　
　
41
件

　
相
談
延
べ
件
数
：
５
４
３
件

　
④
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
低
所
得
者
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対
し
実
施
し
て

い
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
窓
口
と
し
て
、
申
請
に
必
要
な
相
談
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　
相
談
件
数
：
１
件

　
貸
付
件
数
：
０
件

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
生
活
資
金
が
必
要
な
方
に
対
し
、
特
例
貸
付
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
相
談
延
べ
件
数
：
12
件

　
貸
付
内
容
：
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
　
　
　
　
　
１
件
　
２
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
　
　
　
　
　
３
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
６
５
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
（
延
長
）
　
２
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
（
再
貸
付
）
３
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
８
０
０
，
０
０
０
円

　
⑤
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
携

　
　
　
月
に
１
回
行
わ
れ
る
定
例
会
へ
必
要
時
に
出
席
し
、
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
　
協
力
依
頼
事
業
：
心
配
ご
と
相
談
事
業
（
相
談
員
10
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業
（
対
象
者
調
査
、
見
舞
金
贈
呈
）

　⑥
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
協
力

　
町
内
の
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
等
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
や
日

常
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
生
活
支
援
員
を

配
置
し
、
各
種
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
や
金
銭
管

理
サ
ー
ビ
ス
等
の
支
援
を
し
ま
す
が
、
利
用
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
富
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
基
幹
社
協
と
し
て
下
仁
田
町
を
担
当
し
て
お
り
、
情

報
提
供
、
連
絡
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　⑦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
・
助
成

　
７
月
２
日
に
、
地
区
社
協
会
長
会
議
を
開
催
し
、
敬
老
会
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
事
業
運
営
費
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
（
総
額
７
０
０
，
０
０
０
円
）

　
⑧
福
祉
講
座
、
講
演
会
の
実
施

　
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
交
流
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　
⑨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
協
力
援
助

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
ま
ご
こ
ろ
会
　
　
　
　
　
　
16
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
の
こ
の
会
　
　
　
　
　
15
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
チ
び
ん
の
会
　
　
　
　
14
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
３
人

　
⑩
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
週
１
回
毎
週
火
曜
日
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
調

理
し
た
食
事
（
昼
食
）
を
提
供
し
、
安
否
確
認
を
行
う
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間

は
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
休
止
し
、
下
仁
田
町
飲
食
店
組
合
の
ご
厚
意
に
よ
り

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
　
　
　
　
45
人

　
延
べ
回
数
：
１
，
３
１
６
回

　
⑪
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
月
１
回
第
２
金
曜
日
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
虚
弱
、
障
が
い
、
疾
病
等

の
理
由
に
よ
り
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
に
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
８
人

　
延
べ
回
数
：
65
回

　
⑫
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
推
進
・
助
成

　
地
区
社
協
で
行
う
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
事
業
費
の
助
成
や
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
助
成
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
⑬
満
１
０
０
歳
慶
祝
事
業

　
　
　
町
内
在
住
の
満
１
０
０
歳
の
方
に
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
対
象
者
数
：
１
人

　
⑭
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
友
愛
訪
問

　
町
内
在
住
の
85
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
安
否
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
慰
問
活

動
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
対

象
者
の
把
握
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　
⑮
重
度
身
体
障
が
い
者
交
流
事
業

　
町
内
在
住
の
障
が
い
を
持
た
れ
た
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
す
る
場
を
つ
く
り
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
促
進
を
目
指
す
事
業
で
す
。

　
11
月
10
日
に
、
障
が
い
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
を
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
と
合

わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
手
や
足
の
体
操
や
口
の
体
操
を
楽
し
く
ご

指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ギ
タ
ー
の
構
造
を
応
用
し
た
手
回
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
使
用

し
た
心
温
ま
る
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
マ
ス
ク
を
外
さ
ず
静
か
に

歌
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
数
：
18
人

　
⑯
広
報
朗
読
テ
ー
プ
配
付
事
業

　
町
内
在
住
の
視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
希
望
者
に
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広

報
し
も
に
た
等
を
読
み
上
げ
て
、
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
３
人

　⑰
福
祉
車
両
（
車
椅
子
対
応
）
貸
出
事
業

　
町
内
在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
下
肢
に
障
が
い
が
あ
る
方
、
ま
た
傷

病
等
一
時
的
に
車
椅
子
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
車
椅
子
の
乗
降
が
で
き
る
移

送
用
車
両
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
10
人

　
貸
出
日
数
：
60
日

　
⑱
福
祉
機
器
（
車
椅
子
）
貸
出
事
業

　
町
内
在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
下
肢
に
障
が
い
が
あ
る
方
、
ま
た
傷

病
等
一
時
的
に
車
椅
子
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
車
椅
子
を
貸
し
出
し
ま
し

た
。

　
利
用
者
数
：
10
人

　
貸
出
日
数
：
38
日

　
⑲
思
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
交
付

　
公
共
施
設
や
病
院
、
商
業
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
車
い
す
駐
車
場
を
適
正
か
つ

有
効
に
活
用
し
、
障
害
の
あ
る
方
や
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
妊
産
婦
の
方
に

利
用
証
を
交
付
し
、
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
が
、
申
請
者
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
⑳
緊
急
食
糧
等
提
供
事
業

　
緊
急
か
つ
一
時
的
ま
た
生
命
の
危
険
が
予
見
さ
れ
る
方
に
、
１
人
１
週
間
分
３
，

０
０
０
円
程
度
の
食
糧
等
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
：
１
人

　
㉑
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
の
開
催

　
神
職
・
住
職
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
４
月
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

（
３
）
共
同
募
金
配
分
金
事
業

　
①
地
区
敬
老
会
運
営
援
助
、
記
念
品
贈
呈

　
地
区
敬
老
会
は
、
７
月
の
地
区
社
協
会
長
会
議
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
地
区
社
協
役
員
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
75
歳
以
上
対
象
者
へ
記
念
品
、
米
寿
対
象
者
へ
慶
祝
状
の
配
付
を
行

い
ま
し
た
。

　
75
歳
以
上
対
象
者
数
：
２
，
０
４
３
人

　
88
歳
対
象
者
数
：
　
　
　
　
　
　
90
人

　
②
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業

　
経
済
的
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
世
帯
等
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
活
用
し

た
歳
末
見
舞
金
の
贈
呈
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
者
数
：
17
人
（
世
帯
）

　
③
母
子
・
父
子
世
帯
小
学
校
入
学
祝
金
贈
呈
事
業

　
経
済
的
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
お
い
て
、
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
を
対
象
と
し
た
祝
金
贈
呈
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
者
数
：
３
人
（
世
帯
）

（
４
）
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

　①
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　
　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
居
宅
介
護
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
利
用
者
延
べ
人
数
：
１
，
２
９
０
人

　
②
介
護
予
防
支
援
・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　
　
　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
介
護
予
防
支
援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
利
用
者
延
べ
人
数
：
２
９
３
人

　
③
訪
問
介
護
事
業

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
要
介
護
状
態
の
方
の
居
宅
に
お
け
る
身
体
介
護
、
生

活
援
助
を
行
う
訪
問
介
護
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
用
者
延
べ
人
数
：
３
３
４
人

　
訪
問
回
数
：
　
３
，
３
８
６
回

　
④
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
訪
問
型
独
自
サ
ー
ビ
ス
）

　
総
合
事
業
対
象
者
と
特
定
さ
れ
て
い
る
方
の
生
活
援
助
を
行
う
訪
問
型
独
自
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
利
用
者
延
べ
人
数
：
２
０
３
人

　
　
　
訪
問
回
数
：
　
１
，
３
１
２
回

　
⑤
介
護
認
定
調
査
受
託
事
業

　
下
仁
田
町
等
か
ら
要
介
護
認
定
調
査
を
受
託
し
、
職
員
が
申
請
者
の
自
宅
等
を
訪

問
し
て
心
身
等
の
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
件
数
：
23
件

（
５
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
①
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
い
て
、
障
が
い
者
の
居
宅
に
お
け
る
身
体
介
護
、
家

事
援
助
、
通
院
介
護
や
同
行
援
護
を
行
う
障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
利
用
者
延
べ
人
数
：
13
人

　
訪
問
回
数
：
　
　
　
95
回

（
６
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
地
域
の
家
庭
や
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
請
負
又
は
委
任
契
約
に
よ
り
仕
事
（
受

託
事
業
）
を
受
注
し
、
会
員
と
し
て
登
録
し
た
高
年
齢
者
の
中
か
ら
適
任
者
を
選
ん

で
、
そ
の
仕
事
を
遂
行
し
ま
し
た
。

　
　
会
員
数
：
　
　
　
50
人

　
　
作
業
件
数
：
３
６
４
件

（
７
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
①
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
が
困
窮
状
態
か
ら
早
期
に
脱
却
し
、
社
会
的
・
経
済
的
に
自
立
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
支
援
対
象
者
の
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
包
括
的
な
相
談
支
援
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
相
談
件
数
：
　
４
３
９
件

　
申
込
件
数
：
　
　
　
35
件

　
プ
ラ
ン
作
成
件
数
：
８
件

　
支
援
調
整
会
議
数
：
15
回

（
８
）
福
祉
関
係
団
体
事
務
局
業
務

　
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
有
し
て
活
動
す
る
福
祉
団
体
の
事
務
局
機
能
を
担
い
な
が
ら
、

そ
の
活
動
を
と
お
し
て
地
域
福
祉
に
関
わ
る
課
題
を
相
互
に
共
有
し
、
事
業
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
群
馬
県
共
同
募
金
会
下
仁
田
町
支
会

　
　
・
共
同
募
金
運
動
の
実
施
　
赤
い
羽
根
募
金
　
　
１
，
２
６
４
，
１
６
２
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
２
８
７
，
５
０
０
円

　
　
・
小
災
害
見
舞
金
の
贈
呈
　
対
象
者
な
し

　
　
・
災
害
義
援
金
の
受
付
　
　
受
付
な
し

　
②
日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部
下
仁
田
町
分
区

　
　
・
協
力
会
員
（
活
動
資
金
）
の
募
集
　
２
，
４
８
６
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
４
３
，
０
０
０
円

　
　
・
災
害
救
援
物
資
の
贈
呈
　
　
　
　
　
対
象
者
な
し

　
　
・
弔
慰
金
の
贈
呈
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
者
な
し

　
　
・
災
害
義
援
金
、
救
援
金
の
受
付
　
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
，
０
０
０
円

　
③
下
仁
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
登
録
単
位
ク
ラ
ブ
：
２
ク
ラ
ブ

　
　
　
会
員
数
：
　
　
　
　
１
２
４
人

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
花
壇
管
理
）
事
業
は
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
事
業
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

　
④
下
仁
田
町
遺
族
連
合
会

　
　
　
会
員
数
：
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■貸借対照表■資金収支計算書
事業活動
による収支

施設整備等
による収支

財務活動等
による収支

科　目 収　支 勘定科目
勘定科目 金　額

（単位：円）（単位：円）

勘定科目 金　額

予算額 決算額 差　額 資産の部

負債の部

純資産の部

収入

支出

収入

支出

収入

支出

予備費支出⑩  
当期資金収支差額合計⑪=③+⑥+⑨-⑩  
前期末支払資金残高　⑫  
当期末支払資金残高　⑪+⑫

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
収入計①
人件費支出
事業費支出
事務費支出
助成金支出
支出計②

収支差額③=①-②

収入計④
固定資産取得支出
支出計⑤

収支差額⑥=④-⑤

収入計⑦
その他の活動による支出
支出計⑧

収支差額⑨=⑦-⑧

1,397,000
50,000

6,530,000
8,546,000

19,895,000
44,755,000

384,000
3,000

0
81,560,000
51,637,000
27,315,000

2,510,000
1,060,000

82,522,000
-962,000

0
3,227,000
3,227,000

-3,227,000

0
2,312,000
2,312,000

-2,312,000
21,812,000

-28,313,000
28,313,000

0

流動資産
　預金
　事業未収金
固定資産
　基本財産
　　定期預金
　その他の固定資産
　　車輌運搬具
　　器具及び備品
　　退職手当積立基金預け金
　　奉仕銀行積立資産
　　介護保険事業運営資金積立資産
 資産の部合計

31,350,471
22,142,256

9,208,215
45,842,411

1,000,000
1,000,000

44,842,411
369,860

1,342,711
28,869,840

500,000
13,760,000
77,192,882

流動負債
　事業未払金
　その他の未払金
　職員預り金
固定負債
　退職給付引当金
負債の部合計

基本金
その他の積立金
　奉仕銀行積立預金
　介護保険事業運営資金積立預金
次期繰越活動増減差額
　（うち当期活動増減差額）
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

1,000,000
14,260,000

500,000
13,760,000
19,083,641
-2,927,611
34,343,641
77,192,882

5,235,281
3,412,165

731,996
1,091,120

37,613,960
37,613,960
42,849,241

1,378,500
30,000

6,359,490
8,375,045

19,894,830
44,495,712

355,590
544

20,207
80,909,918
50,961,566
25,727,792

2,136,710
700,000

79,526,068
1,383,850

0
1,368,060
1,368,060

-1,368,060

0
2,211,940
2,211,940

-2,211,940

-2,196,150
28,311,340
26,115,190

18,500
20,000

170,510
170,955

170
259,288

28,410
2,456

-20,207
650,082
675,434

1,587,208
373,290
360,000

2,995,932
-2,345,850

0
1,858,940
1,858,940

-1,858,940

0
100,060
100,060

-100,060

-26,116,850
1,660

-26,115,190

老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
　６月１３日、馬山グラウンドゴルフ場において、第２８回グラウンドゴルフ大会が開催さ
れました。新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりに行われた大会には、４チーム
２４名の老人クラブ会員が参加しました。チーム戦として日頃の練習の成果を存分に発揮
し、会話を弾ませながら競技を楽しんでいました。１６ホールの合計打数で順位が競われ
た結果、優勝は東町Ａチーム、準優勝が東町Ｂチーム、第３位が城西区Ａチームでした。
　また、７月２０日、同じく馬山グラウンドゴルフ場において、第２９回グラウンドゴルフ大
会が開催されました。個人戦として３０名の会員が参加し、自己ベストを目指して快音を響
かせていました。１６ホールの合計打数で順位が競われた結果、優勝は清水紀一さん、準
優勝は石井末雄さん、第３位は黒沢誠さんでした。

「下仁田町社会福祉協議会会費報告」
　４月にお願いしました「令和４年度下仁田町社会福祉協議会会費」、が、下記のとおり集
まりましたのでご報告いたします。
　ご協力いただいた町民の皆様をはじめ、下仁田町区長会並びに会費の納入にご尽力い
ただきました各地区役員の皆様に心から感謝申し上げます。
　下仁田町社会福祉協議会会費は、地区社協、各地区で実施する福祉事業、ボランティア活
動事業、「下仁田町社協だより」の発行などの貴重な財源として使わせていただきます。
　今後とも社協の地域福祉事業に対し、皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

～ご協力ありがとうございました～

■令和４年度下仁田町社会福祉協議会会費

地 区 別 会 員 数 会 費 額

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

西牧地区

青倉地区

合　計

　 8 0 9 世 帯

　 6 0 9 世 帯

　 4 6 6 世 帯

　 3 9 8 世 帯

　 2 9 7 世 帯

2 , 5 7 9 世 帯

　 4 0 4 , 5 0 0 円

　 3 0 4 , 5 0 0 円

　 2 3 3 , 0 0 0 円

　 1 9 9 , 0 0 0 円

　 1 4 8 , 5 0 0 円

1 , 2 8 9 , 5 0 0 円

あたたかい心をありがとうございます
　皆さまからの善意のご寄附は、ボランティア活動の推
進や、各種福祉事業などに活用させていただきます。
　1,000円以上のご寄附をいただき、ご承諾をいただい
た方を掲載しています。
【寄附金】（敬称略）
　関東西濃運輸労働組合下仁田分会　30,000円

（令和４年４月～令和４年８月）

　大正１１年７月生まれの下山富枝様が１００歳の
誕生日を迎えられ、下山様ご自宅に慶祝訪問をさせて
いただき、下仁田町、下仁田町議会、下仁田町社会福
祉協議会から慶祝状や記念品を贈呈いたしました。
　これからも益々のご健勝をお祈りいたしておりま
す。

満１００歳
おめでとうございます満１００歳
おめでとうございます

※本ページの写真は、撮影のためにマスクを外しました
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老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
　６月１３日、馬山グラウンドゴルフ場において、第２８回グラウンドゴルフ大会が開催さ
れました。新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりに行われた大会には、４チーム
２４名の老人クラブ会員が参加しました。チーム戦として日頃の練習の成果を存分に発揮
し、会話を弾ませながら競技を楽しんでいました。１６ホールの合計打数で順位が競われ
た結果、優勝は東町Ａチーム、準優勝が東町Ｂチーム、第３位が城西区Ａチームでした。
　また、７月２０日、同じく馬山グラウンドゴルフ場において、第２９回グラウンドゴルフ大
会が開催されました。個人戦として３０名の会員が参加し、自己ベストを目指して快音を響
かせていました。１６ホールの合計打数で順位が競われた結果、優勝は清水紀一さん、準
優勝は石井末雄さん、第３位は黒沢誠さんでした。

「下仁田町社会福祉協議会会費報告」
　４月にお願いしました「令和４年度下仁田町社会福祉協議会会費」、が、下記のとおり集
まりましたのでご報告いたします。
　ご協力いただいた町民の皆様をはじめ、下仁田町区長会並びに会費の納入にご尽力い
ただきました各地区役員の皆様に心から感謝申し上げます。
　下仁田町社会福祉協議会会費は、地区社協、各地区で実施する福祉事業、ボランティア活
動事業、「下仁田町社協だより」の発行などの貴重な財源として使わせていただきます。
　今後とも社協の地域福祉事業に対し、皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

～ご協力ありがとうございました～
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あたたかい心をありがとうございます
　皆さまからの善意のご寄附は、ボランティア活動の推
進や、各種福祉事業などに活用させていただきます。
　1,000円以上のご寄附をいただき、ご承諾をいただい
た方を掲載しています。
【寄附金】（敬称略）
　関東西濃運輸労働組合下仁田分会　30,000円

（令和４年４月～令和４年８月）

　大正１１年７月生まれの下山富枝様が１００歳の
誕生日を迎えられ、下山様ご自宅に慶祝訪問をさせて
いただき、下仁田町、下仁田町議会、下仁田町社会福
祉協議会から慶祝状や記念品を贈呈いたしました。
　これからも益々のご健勝をお祈りいたしておりま
す。

満１００歳
おめでとうございます満１００歳
おめでとうございます

※本ページの写真は、撮影のためにマスクを外しました



　本年１０月に「令和４年度日本赤十字社協力会員会費（活動資金）」並びに「令和４年度赤
い羽根募金」、１２月には「令和４年度歳末たすけあい募金」を、下仁田町区長会を通じて町
民の皆様にお願いいたしますので、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

日本赤十字社協力会員会費　１世帯５００円
赤い羽根募金　　　　　　　１世帯５００円
歳末たすけあい募金　　　　１世帯１００円

　日本赤十字社活動資金は、日本赤十字社群馬県支部を通じて、日本赤十字社が実施している
国際救援活動や国内の災害救護活動、また身近に行われている救急法などの講習普及事業、学
校等で行う青少年赤十字活動（ＪＲＣ）等、様々な活動の貴重な財源として使わせていただき
ます。　
　赤い羽根募金・歳末たすけあい募金は、群馬県共同募金会を通じて、県内の高齢者や障がい
のある方、児童・青少年の支援活動のほか、誰もが地域で安心して暮らすための福祉のまちづ
くりの活動などにも役立てられています。下仁田町では来年度の敬老会等の福祉事業や、今年
度歳末見舞金贈呈事業の貴重な財源として使わせていただきます。
　赤十字並びに共同募金の趣旨・事業活動に対し、皆様のご支援とご協力をお願いいたしま
す。

　調理ボランティア「たけのこの会」によるお弁当作り、配
食ボランティア「ランチびんの会」によるお弁当配付活動を
実施しています。配食サービスは、食事の調理などが困難な
６５歳以上のひとり暮らしの高齢者等を対象に、栄養バラン
スに配慮した食事（弁当）を週１回お届けするとともに、安
否の確認を通じて、自立した在宅生活を支援しています。

７ ６

調理・配食ボランティア

収集ボランティア

朗読ボランティア　～広報テープをお届けします～

　朗読ボランティアの皆さんが、主に広報しもにた等を読み上げて、テープに録音
したものを、視覚障がい者の方へお届けしています。
　テープを聞いてみたい、必要だと思う方やその家族の方はぜひご連絡ください。

　皆さんからたくさんのご協力をいただき、ありがとうございます。社協では下記のものを収
集し、様々な支援へ役立てていますので、引き続きご協力をお願いします。
『収集物品』
使用済み切手（余白 5～10mm、消印部分は切らない）
ペットボトルキャップ（よく洗ってください）
『協力者のご紹介』（受付順）
妙義書房 様、かぶらの里 様、㈲マルイ 様、下仁田町商工会女性部 様、磯田市郎 様
関口正浩 様、㈲岡野製材所 様、田村さつき 様、他　匿名 ７名

ボランティア募集中
　下仁田町社会福祉協議会では、上記事業のボランティアを募集しています。
　ご協力いただける方は、お気軽にお問い合わせください。

日本赤十字社協力会員会費（活動資金）
赤い羽根・歳末たすけあい募金

～ご協力をお願いします～

職員募集
【登録型訪問介護員（非正規職員）】

業務内容　在宅で生活している方々のお宅に訪問し、介護や生活援助を提供します。介護に
は食事や入浴、排泄等の支援といった身体介護と、外出支援等の移動介助が含ま
れます。また、生活援助として、調理、洗濯、買い物等の援助や代行を行います。

募集人員　若干名
応募資格　介護職員初任者研修修了者
　　　　　従来の訪問介護員養成研修１級・２級課程及び介護職員基礎研修の修了者
　　　　　自動車運転免許証
採 用 日　随時調整可能です。
勤務時間　勤務日数や時間はご希望の中で調整可能です。
　　　　　基本、ご自宅からの直行直帰勤務です。
給 与 等　時給制 １，０００円より　交通費、時間外手当、処遇改善手当等の支給あり
募集期間　随時

応募される方は、「履歴書」「資格書（写）」の提出をお願いいたします。
なお、採用試験・面接等の詳細については、後日応募者に連絡いたします。

下仁田町社会福祉協議会では、介護保険事業職員を募集いたします。

生活困窮者自立相談支援事業
【生活・就労相談会】

　生活に困窮している方のためのワンストップ（下仁町行政、ハロ
ーワーク、生活困窮者自立相談支援機関）での相談会を下記により
開催します。
　就労や経済上の問題でお困りの方は、お気軽にご参加ください。
開催日：令和4年10月12日（水）
時　間：午後1時30分～4時
会　場：下仁田町役場　103会議室
問い合わせ・予約先：下仁田町社会福祉協議会　☎８２-５４９１
※事前予約制　10月７日（金）までにご予約ください。
（当日受付も可能ですが、お待ちいただくことがあります。）

【ひきこもりサロン　始めました】
　ひきこもりの当事者と家族のためのサロンは、一歩踏み出すため
の居場所づくりを目的に計画しました。気軽にお出かけください。
対象者：ひきこもりの方、ご家族の方
会　場：旧小坂小学校　1階　西教室
日　時：毎月第3木曜日（R4年7月から開所）
　　　　R4年10月20日（木）・11月17日（木）・12月15日（木）
　　　　R5年 1月19日（木）・ 2月16日（木）・ 3月16日（木）
　　　　午後1時30分～3時30分
問い合わせ先：下仁田町社会福祉協議会　☎８２-５４９１



　本年１０月に「令和４年度日本赤十字社協力会員会費（活動資金）」並びに「令和４年度赤
い羽根募金」、１２月には「令和４年度歳末たすけあい募金」を、下仁田町区長会を通じて町
民の皆様にお願いいたしますので、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

日本赤十字社協力会員会費　１世帯５００円
赤い羽根募金　　　　　　　１世帯５００円
歳末たすけあい募金　　　　１世帯１００円

　日本赤十字社活動資金は、日本赤十字社群馬県支部を通じて、日本赤十字社が実施している
国際救援活動や国内の災害救護活動、また身近に行われている救急法などの講習普及事業、学
校等で行う青少年赤十字活動（ＪＲＣ）等、様々な活動の貴重な財源として使わせていただき
ます。　
　赤い羽根募金・歳末たすけあい募金は、群馬県共同募金会を通じて、県内の高齢者や障がい
のある方、児童・青少年の支援活動のほか、誰もが地域で安心して暮らすための福祉のまちづ
くりの活動などにも役立てられています。下仁田町では来年度の敬老会等の福祉事業や、今年
度歳末見舞金贈呈事業の貴重な財源として使わせていただきます。
　赤十字並びに共同募金の趣旨・事業活動に対し、皆様のご支援とご協力をお願いいたしま
す。

　調理ボランティア「たけのこの会」によるお弁当作り、配
食ボランティア「ランチびんの会」によるお弁当配付活動を
実施しています。配食サービスは、食事の調理などが困難な
６５歳以上のひとり暮らしの高齢者等を対象に、栄養バラン
スに配慮した食事（弁当）を週１回お届けするとともに、安
否の確認を通じて、自立した在宅生活を支援しています。

７ ６

調理・配食ボランティア

収集ボランティア

朗読ボランティア　～広報テープをお届けします～

　朗読ボランティアの皆さんが、主に広報しもにた等を読み上げて、テープに録音
したものを、視覚障がい者の方へお届けしています。
　テープを聞いてみたい、必要だと思う方やその家族の方はぜひご連絡ください。

　皆さんからたくさんのご協力をいただき、ありがとうございます。社協では下記のものを収
集し、様々な支援へ役立てていますので、引き続きご協力をお願いします。
『収集物品』
使用済み切手（余白 5～10mm、消印部分は切らない）
ペットボトルキャップ（よく洗ってください）
『協力者のご紹介』（受付順）
妙義書房 様、かぶらの里 様、㈲マルイ 様、下仁田町商工会女性部 様、磯田市郎 様
関口正浩 様、㈲岡野製材所 様、田村さつき 様、他　匿名 ７名

ボランティア募集中
　下仁田町社会福祉協議会では、上記事業のボランティアを募集しています。
　ご協力いただける方は、お気軽にお問い合わせください。

日本赤十字社協力会員会費（活動資金）
赤い羽根・歳末たすけあい募金

～ご協力をお願いします～

職員募集
【登録型訪問介護員（非正規職員）】

業務内容　在宅で生活している方々のお宅に訪問し、介護や生活援助を提供します。介護に
は食事や入浴、排泄等の支援といった身体介護と、外出支援等の移動介助が含ま
れます。また、生活援助として、調理、洗濯、買い物等の援助や代行を行います。

募集人員　若干名
応募資格　介護職員初任者研修修了者
　　　　　従来の訪問介護員養成研修１級・２級課程及び介護職員基礎研修の修了者
　　　　　自動車運転免許証
採 用 日　随時調整可能です。
勤務時間　勤務日数や時間はご希望の中で調整可能です。
　　　　　基本、ご自宅からの直行直帰勤務です。
給 与 等　時給制 １，０００円より　交通費、時間外手当、処遇改善手当等の支給あり
募集期間　随時

応募される方は、「履歴書」「資格書（写）」の提出をお願いいたします。
なお、採用試験・面接等の詳細については、後日応募者に連絡いたします。

下仁田町社会福祉協議会では、介護保険事業職員を募集いたします。

生活困窮者自立相談支援事業
【生活・就労相談会】

　生活に困窮している方のためのワンストップ（下仁町行政、ハロ
ーワーク、生活困窮者自立相談支援機関）での相談会を下記により
開催します。
　就労や経済上の問題でお困りの方は、お気軽にご参加ください。
開催日：令和4年10月12日（水）
時　間：午後1時30分～4時
会　場：下仁田町役場　103会議室
問い合わせ・予約先：下仁田町社会福祉協議会　☎８２-５４９１
※事前予約制　10月７日（金）までにご予約ください。
（当日受付も可能ですが、お待ちいただくことがあります。）

【ひきこもりサロン　始めました】
　ひきこもりの当事者と家族のためのサロンは、一歩踏み出すため
の居場所づくりを目的に計画しました。気軽にお出かけください。
対象者：ひきこもりの方、ご家族の方
会　場：旧小坂小学校　1階　西教室
日　時：毎月第3木曜日（R4年7月から開所）
　　　　R4年10月20日（木）・11月17日（木）・12月15日（木）
　　　　R5年 1月19日（木）・ 2月16日（木）・ 3月16日（木）
　　　　午後1時30分～3時30分
問い合わせ先：下仁田町社会福祉協議会　☎８２-５４９１
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　食事の調理などが困難な６５歳以
上のひとり暮らしの高齢者等を対象
に週１回の食事（昼食）を提供します。
　希望する方は、役場福祉課包括支援
係までご相談下さい。

■利用料　１食　３５０円

　介護を必要とする高齢者や身体に
障がいがある方等車椅子を必要とす
る方に福祉車両を貸し出します。レ
ジャー・行楽・買い物・入通院など
の日常生活の便利を図るためにご利
用下さい。
■利用料　無料（ガソリン代は、

個人負担です）

配食サービス配食サービス 福祉車両貸し出し事業福祉車両貸し出し事業

心配ごと相談心配ごと相談
　ひとりで悩まずに「心配ごと相談
所」に気軽にご相談下さい。相談は無
料。相談内容は秘密厳守いたします。
■日時　毎月第１火曜日
　　　　午前９時～正午まで
■場所　下仁田町公民館
　　　　３階　相談室

　寝具などの乾燥が困難なひとり暮
らしの高齢者等を対象に月１回、布
団乾燥車両が自宅まで伺い、乾燥消
毒サービスを提供します。
　希望する方は、役場福祉課包括支援
係までご相談下さい。
■利用料　１セット　３６０円

布団乾燥消毒サービス布団乾燥消毒サービス

＊主な作業内容＊
・庭の除草　 ・畑の除草
・草刈り作業 ・こんにゃく植え
・ネギ植え　 ・庭木の剪定
・部屋の清掃 ・管理作業

シルバー人材センターとは
　高齢者（６０歳以上）で、もう就職することは望んでいないが健康のため、生きがいのため何か仕事を
したいという方が会員となり、技能や経験を活かした地域社会をつくっていくことを目的とする組織です。
＊賃金は、時間当たりで計算してお支払いいたします。

会 集員募

下仁田町シルバー人材センター
高齢者（60歳以上）の豊かな経験と能力を活かしてみませんか

希望者はお気軽に連絡下さい。電話８２－５４９１

製作／荒瀬印刷株式会社


